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  ※各会場への出入りは自由です。 

について紹介。 

復興支援員 

18F 182会議室 

観光・交流人口の拡大 

18F 184会議室 

地域コミュニティの活性化， 

18F 183会議室 

起業・地域資源を活用した 

地域産業の活性化 移住・定住の促進 

14:50 – 15:05 

※発 表 1 0 分 ，質 疑 ・入 替 ５分 

木村有梨（盛岡市） 

「岩手発超人スポーツプロジェクト」の 

地域おこし協力隊 

交流人口拡大の取組等について紹介。 

活動内容と，スポーツを通じた観

光・ 

司東道雄（北上市） 

33市町村のアウトドアアクティビティ 

NPO法人フォルダ 

の取組等について紹介。 

を調査。自然を活かした観光誘客 

15:05 – 15:20 

菊池真（一関市） 

民泊ゲストハウス開業の経緯や展開， 

いちのせきニューツーリズム協議会・ 

展開，悩み等を紹介。 

15:20 – 15:35 

15:35 – 15:50 

15:50 – 16:05 

16:05 – 16:20 

16:20 – 16:35 

民泊ゲストハウス岩手泊験「またきたい」 

大竹真（一関市） 

着地型観光のバスツアー（旧大東町・ 

株式会社まるく 

をめぐるツアー）の実施について紹介。 

花泉町などの伝統工芸や町工場等 

田端涼輔（久慈市） 

来年オープン予定のカフェを拠点とした 

地域おこし協力隊 

展望も含めて紹介。 

きのこ他）を活かしたイベント作りについて 

地域づくりや、地域資源（温泉，山菜・ 

古谷恵一（陸前高田市） 

地域の人と都会の学生がつながる， 

地域おこし協力隊 

の取組について紹介。 

「被災地で受入れる民泊の修学旅行」 

持田崇（大槌町） 

ゲーミフィケーションによる課題解決や 

「ポケモンＧＯ」の活用による社会貢献 

スマホ位置情報ゲーム「イングレス」， 

古山裕二（雫石町） 

地域おこし協力隊 

た取組みについて紹介。 

協力隊の肩書と地域資源を活用し

た取組みについて紹介 

ついて紹介。 

髙野嘉明（葛巻町） 

地域おこし協力隊 

業務と前職の経験を活かした工夫に 

くずまき高原牧場観光プロデューサーの 

長島まどか（二戸市） 

地域おこし協力隊 

することについて紹介。 

漆掻き職人として，二戸市に定住 

ビールの里チーム（遠野市） 

地域おこし協力隊 

構想について紹介。 

遠野産ホップを活用したビールの里 

への移行等について紹介。 

髙木智彦（田野畑村） 

地域おこし協力隊 

運営にあたり任意団体の設立や，法人化 

道の駅たのはた内の飲食店を事業承継。 

段ボールメーカーとの協働 他） 

増谷光記（雫石町） 

地域おこし協力隊 

について紹介。（商店街リノベーション， 

自身が関わる地域活動「ちいきのたね」 

中島航（盛岡市） 

地域おこし協力隊 

構築等について紹介。 

移住者に対応できるプラットフォームの 

前野嗣郎（葛巻町） 

移住定住促進の取組みについて紹介。 

て紹介。 

菊野洋一郎（岩泉町） 

地域おこし協力隊 

NPO 法人クチェカでの取組みについ 

自身の特技であるイラストを活かした 

佐藤 柊平（一関市） 

一般社団法人 いわて圏 

いる「遠恋複業課」について紹介。 

関係人口拡大に向け取組を進めて 

池田陽一（陸前高田市） 

ＮＰＯ法人陸前たかだ八起プロジェクト 

活動について紹介。 

仮設住宅団地内での継続した支援 

 

町田恵太郎（野田村／久慈市） 

復興支援員（ＯＢ） 

での三陸ジオパーク業務について紹介。 

野田村での水産業の復興／久慈市 

等について紹介。 

 

坂本裕子（山梨県丹波山村） 

 地域おこし協力隊 

 

復活や在来野菜の加工品の開発 

 

一度途絶えた伝統的な味噌づくりの 

 

 

葛巻町観光地域づくり協議会 
移住交流検討部会 


